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って，初~以来約 6 ヵ 月後の現在は異常を認めない．
本f刊は，本邦副皐丸陸場の29例1-であ－＇！$.
側 I~幕上lfi血作IH!の 2 ;f；験附
岐阜医大第2外利
斎藤晃・回枝篤郎・鈴木晴雄
症例1: 47才p 男． 入院前約Z岩月4こ気1tいた視力
障害を主訴として来院．脳血管写によって左側頭部に
胡桃大の動静脈性血管騒を発見した
症例2: 45才，男． 5目前に誘因なく発来した意識
障害の恢復した後に，視力障害，失語性言語症，計算
能力低下をみとめて衆院．脳血管写によって左後頭部
の血管腫ι手術時にこれより前方に拡がる鶏卵大の
脳内血腫を発見した．
両側共に手術的に金引除を行い得て，順調に治癒し
た．この2症例を報告すると共に，若干の考i支を加え
fこ．
